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しんぐう き せい せん きん き 

・南海トラフ地震による浸水域等の課題箇所を回避し、災害時においても機能する信頼性の高い道路ネットワークを形成 
・交通混雑の緩和や救急医療施設への搬送時間短縮により、地域医療連携体制の構築等、救急医療活動を支援  
・広域周遊観光ルートの形成により、観光客のさらなる誘客等、地域の観光振興を支援 

１．事業概要 
・起    終    点 ： 和歌山県新宮市あけぼの～新宮市三輪崎 

・延    長    等 ： ４.８km （第１種３級、２車線、設計速度８０㎞/h） 

・全体事業費 ： 約３００億円 

・計画交通量 ： 約９,２００台／日 

凡      例 

供 用 区 間 

事 業 中 区 間 

未事業化区間 

対 象 区 間 乗用車 小型貨物 普通貨物 

約6,900台/日 約1,800台/日 約500台/日 

しんぐう しんぐう み わ さ き 
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図１ 広域図 
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【写真①】熊野大橋の越水状況 
      （H23.9月 台風12号） 

②救急医療施設へのアクセス確保 

・新宮市立医療センターは、紀南病院に診療科のない脳外科、循環器外
科等の患者を受入れる地域医療連携を行っているが、搬送時に交通渋
滞の影響を受ける等、搬送時間の速達性・定時性が課題。 【図４】 

③観光資源への低いアクセス性 

３．整備効果 

し ん ぐ う き な ん 

効果１ ネットワーク強化による災害時の支援 ［◎］ 

・道路高を確保し、津波浸水予測区域を

回避することで、津波発生時にも機能

し、広域的な救援ルートとなる高速道

路ネットワークを確保。【図７】 

・津波発生時における地域の避難場所と

しても機能し、避難活動を支援。 

・新宮道路と他の事業化区間の整備により、和歌山･三重を結ぶ広域周遊観光ルートが形成され、

観光客のさらなる誘客等、地域の観光振興に期待。 

効果３ 観光振興の支援 ［○］ 
し ん ぐ う 

※最大津波高 
  新宮市：和歌山県H25.3公表、紀宝町：内閣府H24.8公表  

：紀勢線計画高 
：国道４２号現道高 
：最大津波高 
：県道あけぼの広角線現道高 

図７ 計画道路高と最大津波高 

効果２ 救急医療活動の支援 ［◎］ 

・紀南病院から新宮市立医療センター（ともに二次救急医療機関）への搬送時間を短縮。 

紀南病院～新宮市立医療センター  現況 約２３分  →  新宮道路整備後  約１７分（約６分短縮） 

き な ん し ん ぐ う 

し ん ぐ う 

■道路ネットワークの防災機能評価結果 

B/C EIRR※１ 総費用 総便益 

1.4 
（0.7） 

6.2% 
（2.1%） 

 3,445億円※２ 

（221億円※２） 
4,672億円※２ 

（158億円※２） 

■費用便益分析結果 （貨幣換算可能な効果のみを金銭化し、費用と比較したもの） 

注）上段の値は和歌山JCT～勢和多気JCTを対象とした場合、下段（ ）書きの値は事業化区間を対象にした場合の費用便益分析結果 
※１：EIRR：経済的内部収益率 
※２：基準年（H３０年）における現在価値を記載（現在価値算出のための社会的割引率：４％） 

注）上記の値は和歌山JCT～勢和多気JCTを対象とした場合、下段（ ）書きの値は事業化区間を対象にした場合の防災機能評価結果 
※被災する拠点の最寄りインターチェンジを拠点として設定し評価 
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図８ 整備後の防災機能ランク 
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津波浸水想定区域は南海トラフ巨大地震 
津波浸水予測図を引用 
（三重県公表：防災みえ H26.3、和歌山県公表：防災わかやま H25.3） 
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図３ 津波浸水予測区域及び台風12号による浸水区域  
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新宮港第１期 
工業団地 

・国道４２号と並行する県道あけぼの広角線は、約２.７kmのうち約４割の区間が南海トラフ巨大地
震発生時の津波により浸水し通行不能になると予測。平成２３年９月の台風１２号では、熊野川
の氾濫によって国道４２号に通行止めが発生し、道路交通が寸断。 【図３、写真①】 

図２ 事業位置図 ①災害に対し脆弱な道路ネットワーク 
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・和歌山県南部地域は世界

遺産をはじめとする豊富

な観光資源を有する地域。

新宮港に寄港するクルー

ズ客船は増加しているも

のの、観光客の移動範囲

は限られており、地域の

ポテンシャルが活かしき

れていない。【図５、図６】 
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図６ 新宮港からの観光ツアー 
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図５ 新宮港へのクルーズ船 
    入港実績 出典：新宮市 

※H30年度の乗客数は、13隻目までの実績 

③観光資源を活かした地域活性化 凡 例
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事 業 中 区 間

現 在 の 観 光 地

道路整備後の観光地

・国道４２号は当該地域で唯一の幹線道路にも関わらず、熊野川渡河部
を中心に交通集中による慢性的な渋滞が発生。【図３、写真②・③】 

【写真③】橋本交差点の渋滞状況 

【写真②】新熊野大橋の渋滞状況 

・新宮紀宝道路と一体となり、国道４２号

からの交通転換を図ることで、交通混

雑を緩和。 

し ん ぐ う き ほ う 

図４  救急医療施設への搬送経路 
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津波浸水想定区域は南海トラフ巨大地震 津波浸水予測図を引用 （三重県公表：防災みえ H26.3、和歌山県公表：防災わかやま H25.3） 

※：H30年10月18日（木） （紀南河川国道事務所調査） 
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新宮港第１期 
工業団地 

最大津波高：14m 

※最大津波高：和歌山県H25.3公表 


